
〔重度精神障がい者用〕  

倉敷市在宅ねたきり高齢者等介護手当支給申請書  

令和   年   月   日  
（あて先）倉敷市長  
 
倉敷市在宅ねたきり高齢者等介護手当の支給を受けたいので申請します。なお，精神障がい者保健福祉手帳所持状況，

医療保険の利用状況，入院状況，介護保険の要介護認定の状況，介護保険・障がい福祉サービスの利用状況，要介護者
及び介護者の世帯の所得状況など，この申請に係る必要な調査について関係機関に照会されることに同意します。  

申
請
者
（
※
） 

ﾌﾘｶﾞﾅ  

生年月日  

□大正  

□昭和  

□平成  

年    月    日  
氏  名   

住  所  
倉敷市  

電話番号  
自宅   

携帯   

対象者から  

みた続柄  

□ 夫 □ 妻 □ 子 □ 子の配偶者 □ 孫 □ 孫の配偶者 

□ 父 □ 母 □ その他の親族（      ）□ その他（     ） 

職業の有無  

及び就労時間  

□有（職業名：               ）就労時間（約    時間    分／日）  

□無  

 

※主たる介護者（「対象者」を複数で介護している場合は中心となって介護している方）  

 

対
象
者
（
重
度
精
神
障
が
い
者
） 

ﾌﾘｶﾞﾅ  

生年月日 

□明治 
□大正 
□昭和 
□平成 

年    月    日  
氏  名   

住  所  倉敷市 

精神障がい者保健 

福祉手帳所持状況 

岡山県 第        号  特別障がい者手当 

の受給状況 

□ 有 

 □ 無 （等級      級） 

 

 直近の要介護年月日 
 

 

  年  月  日 
 

 

直近の要介護度 
 

（       ）  

常時介護を必要とするようになった時期  

 

□昭和□平成□令和   年   月   日頃  

グループホームへの入所状況  □入所している（ 年 月 日～ 年 月 日まで）□入所していない 

申請日前１年間の 

医療機関・施設へ 

の入院，入所の状況 

医療機関名・施設名 入院期間 ・ 入所期間  

 

               

                     

 

   年  月  日 ～   年  月  日 

   年  月  日 ～   年  月  日 

申請日前１年間の 

ショートステイの 

利用状況  

施設名 ショートステイ期間  

 

               

                     

 

   年  月  日 ～   年  月  日 

   年  月  日 ～   年  月  日 

 

  ※入院・入所・ショートステイ期間等が書ききれない場合は，別紙（任意様式）を添付してください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振
込
先 

金融機関名   
□銀 行  □農業協同組合  
□信用金庫 □（         ）  

店舗名   
□支 店  □支 所 
□出 張 所 □（         ）  

預金種目  □普通  □当座  口座番号         

口座名義  
（カタカナ）  

 



 

日常生活能力の状況（該当するところの□にレ印をつけてください。）  

 

項目 自立 一部介助 全 介 助 

適切な食事摂取 

□介助，見守り等なし

に自分で食事が摂れ

ている。 

 

□食事を摂るように促

すなど，声かけ・見

守りが必要。 

□自分では全く摂取し

ていない。 

身辺の清潔保持 

□はみがき・洗顔・整

髪・つめ切り等を自

分で行える。 

 

□ 常 時 の 見 守 り や 確

認 ， 強 い 促 し が 必

要。 

□強い助言や指導をし

ても行わない。 

金銭管理と買物 

□自分の所持金（通帳

や小銭）の支出入の

管理や買い物を自分

で行える。 

 

□金銭の管理や商品の

選定に助言や指導が

必要。 

□金銭の管理ができな

い。 

通院と服薬 

□定期的に通院し，薬

を飲む時間や飲む量

を理解し，自分で服

用できる。 

 

□通院や薬を飲む量の

指示や確認が必要。 

□通院や薬を飲む時間

や飲む量を理解して

いない。 

他人との意思伝達・

対人関係 

□だれにでも意思の伝

達ができる。 

□特定の人に対してで

あれば，意思の伝達

ができる。 

 

□意思の伝達ができな

い。 

身辺の安全保持・ 

危機対応 

□刃物・火の危険がわ

かり，戸外での危険

（交通事故）から身

を 守 る こ と が で き

る。 

□刃物・火の危険が少

しはわかり，戸外で

の危険（交通事故）

から不十分ながら身

を 守 る こ と が で き

る。 

 

□刃物・火の危険がわ

からず，戸外での危

険（交通事故）から

身を守ることもでき

ない。 

社会的手続や 

公共施設の利用 

□社会的手続きや公共

施設の利用が１人で

できる。 

□社会的手続きや公共

施設の利用が声かけ

や部分的な介助があ

ればできる。 

 

□社会的手続きや公共

施設の利用が１人で

はできない。 

趣味・娯楽への関心 

文化的社会的活動へ

の参加 

□自分で意思決定がで

き，行事等への参加

ができる。 

 

□声かけ等があれば，

行事等への参加がで

きる。 

□他者と交流すること

を拒み，行事等へ参

加できない。 

 

 


